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NICTにおける時空計測技術の研究開発�
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宇宙ICTにおける「時空計測技術」の役割�
時空計測技術とは？�

時間と位置の国際標準構築に不可⽋な技術 ＆ 正確な時間と位置を計測して供給する技術�

IERS(国際地球回転・基準系事業)	
・地球⾃転変動の監視�

・国際地球基準座標系の構築�
BIPM(国際度量局)�

・国際原⼦時(TAI)⽣成�
・協定世界時(UTC)⽣成�
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l  標準時の構築（t）�
l  基準座標系の構築 (x,y,z）�＊ 世界中の観測局のデータから�

時間・時刻・位置の                
国際基準が構築されている。�

＊（NICT等）各機関の役割：�
•  基準構築の材料となる観測データ提供�
•  国際基準とユーザーとを結ぶ拠点�

l  正確な時間と位置の国際標準の構築には、宇宙技術が不可⽋。�
l  宇宙技術の精度と信頼性の確保には、時空計測技術が不可⽋。�



今後想定される動き�

l 「秒の定義」の改訂に向けて�
 1957年以来の⼤変⾰。国際会議で検討が始まる。�

–  「秒」は最も⾼精度な単位であり、全ての
⾼精度計測を⽀える基盤。�
•  現在の定義は1957年度に採択。当時の定義

のベースとなったCs原⼦時計は精度12桁(現
在16桁まで)。�

•  今や17〜18桁精度の光原⼦時計が実現�
→光原⼦時計をベースとする定義に改訂する動き。�

�
 深宇宙における活動に対して…�

–  遠距離になるほど、時間の⾼精度計測は重
要となり、⾼精度の位置決定にも不可⽋。�
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国際単位系（SI）で示される	
７つの基本物理量	

時空計測技術は「宇宙×ICT」を
実現する上で重要な基礎技術	


